
農地法の許可申請受付〆切日は毎月１０日です。
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氏　

名　
　
　

担
当
地
区

大
津　

賢
美 

（
水
原
３
区
、釜
谷
、築
地
）

橋
本　

秀
男 

（
清
水
）

郡
司　

勝
美 

（
大
賀
、
大
生
）

小
沼　

徂
伸 

（
水
原
１
区
・
２
区
）

辻　
　

慶
壽 

（
芝
宿
、
横
須
賀
、
台
上
戸
）

橋
本
き
く
い 

（
日
の
出
）

吉
川　

光
一 

（
須
賀
、
曲
松
、
小
泉
）

鴇
田　
　

学 

（
潮
来
、
あ
や
め
）

笹
本　

孝
之 

（
宮
前
）

榊
原　

昭
男 

（
古
高
、
貝
塚
、
新
宮
）

秋
永　

三
男 

（
大
洲
、
辻
、
江
寺
）

草
野
登
美
雄 

（
下
田
）

小
田
倉
善
治 

（
東
区
、
西
区
）

森
内　

和
夫 

（
堀
之
内
、
茂
木
）

額
賀
藤
重
郎 

（
徳
島
、福
島
、米
島
）

久
保
庭
武
彦  （
洲
崎
、
前
川
）

宮
内　
　

章 

（
宿
、
古
宿
、
赤
須
）

薄
井　

榮
治 

（
永
山
、
牛
堀
）

兼
原　

昭
一 

（
十
番
、
十
四
番
）

潮
来
市
農
業
委
員
会

謹
賀
新
年

今
年
も
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新
春
を
迎
え

　
　

潮
来
市
農
業
委
員
会
会
長　

兼
原　

昭
一 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　

潮
来
市
長  

田  

千
春

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
と
期
待
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
市
政
と
り
わ
け
農
政
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
で
す
が
、
茨
城
の
平
成
二
十
一
年
産
水
稲
作
況
指
数
は
平

年
並
み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
作
物
価
格
の
低
迷
や
資
材
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
農
業
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、「
農
産
物
の
価
格
の
安
定
」
と
「
農
家
所
得
の

向
上
」
は
、
農
業
後
継
者
の
育
成
と
、
食
料
自
給
率
の
向
上
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
市

政
の
重
要
課
題
と
し
て
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
市
内
全
域
を
エ
コ
農
業
開
始
地
区
と
し
、
茨
城
県
と
協
定
を
結
び
、
化

学
肥
料
や
化
学
農
薬
を
減
ら
し
た
栽
培
方
法
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
営
農
活
動
の
取
り
組
み

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
消
費
者
を
重
視
し
た
付

加
価
値
の
高
い
、
安
全
安
心
で
高
品
質
な
農
産
物
の
供
給
が
で
き
る
元
気
な
農
家
を
育
て
る

取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
安
定
的
な
農
業
経
営
を
確
保
し
、
農
家
の
皆
様
が
将
来
の
希
望
と
自
信
を
持
っ

て
農
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
農
業
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
農
家
の
皆
様
方

と
手
を
携
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
た
な
農
業
委
員
会
の
編
成
の
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
潮
来
市
の
農
政
発
展
の
た
め
、

さ
ら
に
充
実
し
た
委
員
会
と
し
て
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
な
が
ら
、
新
し
い
年
が

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
〇
〇
九

年
は
大
変
に
い
そ
が
し
い
年
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
六
十
年
続

い
た
、
所
有
者
が
自
ら
耕
作
者
に
な
る
、
農
地
法
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

六
月
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
ま
す
、
公
告
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
十
二
月
施
行
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
は
、

所
有
者
か
ら
耕
作
者
へ
の
権
利
が
変
わ
っ
て
い
く
事
に
な
り

ま
す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
自
給
率
の
向
上
対
策
が
現
場
に
理

解
を
示
し
て
い
く
事
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
の
対
策
に
よ
り
ま
す
、
現
場
の
混
乱
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。

農
業
政
策
の
改
革
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
調
整
に
よ
る
農
家
の
戸
別
所
得
補
償
方
式
に

よ
る
選
択
制
に
改
め
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。
本
当
に
多
事
多
難

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
変
革

を
十
分
に
理
解
し
、
少
し
で
も
希
望
の
光
を
見
い
だ
せ
る
様
、

農
業
委
員
会
一
同
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
ま
す
様
お
願
い
を

申
し
あ
げ
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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魅力ある農業を育てるために魅力ある農業を育てるために  
～要望書を提出しました～～要望書を提出しました～

　平成２１年１１月２５日潮来市農業
委員会は、柗田千春市長と加藤政司議
長へ「平成２２年度潮来市農林施策に
関する建議」を提出しました。
　この要望書は、農業委員会等に関す
る法律第６条第３項
に基づくもので、地
域の農業者の意見、
要望を取りまとめ、
農業者の代表である
農業委員より、市長
議長へ提出するもの
です。

１．米づくりに対する政策的な支援について

　　　生産者や産地が主役となる、競争力のある強い産地づくりのために取り組んでいる農家に対

し、米作りに魅力を持てるような、政策的支援を要望しています。

２．遊休農地の解消に向けた支援について

　　　市内の農地は年々減少し、遊休農地が拡大しており、農地の減少に歯止めをかけ荒廃した農

地を回復するため、遊休農地解消に対して助成制度等の検討を要望しています。

３．担い手や認定農業者等の育成支援・経営政策について

　　　女性農業者への積極的な支援の要望や、認定農業者になることのメリットを紹介するなど、

認定農業者を確保するための推進活動強化への支援を要望しています。

４．農業委員会の運営について

　　　新しい農地制度が、農業・農村現場で透明性、公正・公平性をもって運用され、改正法の目

的を達成するために、現場で制度を担う農業委員会の活動に対する支援と体制整備についての

要望をしています。

要望事項は次のとおりです要望事項は次のとおりです

７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月

農地法３条（農地のままでの権利の移転） ４件 ２件 ６件 ４件 ５件 ４件

　　　４条（自己転用） １ １
　　　５条（権利の移転を伴う転用） ２ １ ２ ３ １ ３
利用権の設定（農業経営基盤強化促進法による） ２ ３ １ １ ７ 16
農地の現況確認証明 １
その他 ４ ４

～議案審査の状況を公表します～

農業委員会定例会における議案審査の件数は下記のとおりです。

期間　平成２１年７月～平成２１年１２月
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行
方
地
域
協
議
会
全
体
研
修
会
を
通
し
て

行
方
地
域
協
議
会
全
体
研
修
会
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

沼　

徂　

伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

沼　

徂　

伸

　

十
月
二
十
六
日
に
潮
来
市
農
業
委
員
・
潮
来
市
認
定
農

業
者
の
合
同
研
修
会
・
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
研
修
会
と
併

せ
て
認
定
農
業
者
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、農
業
情
勢
が
年
々
変
化
し
て
い
る
中
、そ
う
い
っ

た
合
同
研
修
会
・
意
見
交
換
会
で
潮
来
市
全
体
の
問
題
・

要
望
・
要
求
を
協
議
し
、
認
定
農
業
者
同
士
の
取
り
決
め

を
行
う
の
も
一
つ
の
案
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
法
人
化
に
よ
る
経
営
は
有
効
な
手
段
だ
と
考
え
ま

す
が
、
農
業
者
が
、
各
自
の
農
業
経
営
を
分
析
し
、〝
農

業
者
も
経
営
者
〞
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
近
い
将
来
に

な
る
と
思
わ
れ
る
農
業
法
人
化
に
向
か
っ
て
進
む
べ
き
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

関
東
農
政
局
の
職
員
よ
り
、「
米
生
産
調
整
に
係
る
方

針
」
に
つ
い
て
以
下
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

一
．
生
産
調
整
協
力
者
に
は
戸
別
補
償
を
行
う
こ
と
。　

二
．
政
府
の
進
め
る
転
作
作
物
を
作
っ
た
場
合
、
協
力
農

家
に
助
成
を
行
う
こ
と
。

　

こ
れ
ま
で
の
生
産
調
整
と
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
が
、
転
作
作
物
の
多
様
化
に
は
、
適
地
適
作

が
必
須
で
あ
り
、
湿
田
の
多
い
潮
来
市
の
耕
作
地
で
は
、

生
産
調
整
の
達
成
に
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
潮
来
市
農
業
委
員

会
と
潮
来
市
認
定
農
業
者
に
よ
り
、
今
後
潮
来
市
内
農
業

経
営
に
と
っ
て
実
り
あ
る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

潮
来
市
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会

会　

長 　

森 

内 

泰 

男

農業委員・認定農業者合同研修会並びに意見交換会が行われました。農業委員・認定農業者合同研修会並びに意見交換会が行われました。

　

農
業
委
員
会
の
行
方
地

域
協
議
会
全
体
研
修
会
が
、

十
一
月
二
十
五
日
行
方
市

北
浦
公
民
館
に
お
い
て
、
潮

来
市
十
六
名
、
行
方
市
三
十

名
が
一
堂
に
会
し
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、
農
業

委
員
会
の
上
部
組
織
で
あ

る
全
国
農
業
会
議
所
よ
り
、

事
務
局
兼
農
地
・
組
織
対
策

部
の
東
郷
恵
太
氏
を
お
迎

え
し
て
の
「
今
後
の
農
地
法

の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
の
講
演
で
し
た
。

　

講
演
で
は
、
国
際
的
な
経

済
状
況
、
国
内
農
業
の
担
い

手
、
農
地
の
問
題
、
地
方
分

権
三
位
一
体
改
革
な
ど
幅

広
い
分
野
に
及
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
農
業
政

策
の
見
直
し
に
話
が
進
み

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に

農
地
政
策
の
見
直
し
と
し

て
、
法
改
正
「
農
地
の
権
利

移
動
の
規
制
」
措
置
内
容
、

①
地
域
と
の
調
和
要
件
、
不

許
可
相
当
な
も
の
を
例
示
。

②
現
地
調
査
を
行
う
際
の
留

意
点
を
示
す
。

③
下
限
面
積
要
件
の
弾
力
化

の
考
え
方
等
。

に
関
す
る
話
で
し
た
。
一
部

は
平
成
二
十
一
年
十
二
月

十
五
日
か
ら
の
施
行
で
す
。 

私
達
も
今
以
上
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
意

義
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
と
し
て

の
性
格
と
本
来
の
役
割
に
つ

い
て
の
中
で
は
、
農
業
担
い

手
の
育
成
、
優
良
農
地
の
確

保
な
ど
、
ど
こ
で
も
抱
え
る

大
き
な
問
題
へ
の
対
応
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
地
域
農
業

の
発
展
を
基
本
に
農
業
委
員

会
も
今
後
、
労
を
惜
し
ま
ず

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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安心して貸し借り出来る利用権の設定を！安心して貸し借り出来る利用権の設定を！

あなたの農地は眠っていませんか？あなたの農地は眠っていませんか？

くわしくは、農業委員会へ　☎６３－１１１１（内２７１, ２７３）くわしくは、農業委員会へ　☎６３－１１１１（内２７１, ２７３）

コ
ス
モ
ス
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

コ
ス
モ
ス
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　農業委員会では、農用地を有効利用するため賃借の手続きを行っています。農地法の許可手続きが不要で、

貸した農地は期限が来れば必ず返却され継続も出来ます。借り手は経営規模の拡大が図れるほかに要件を満

たせば奨励金が交付されます。是非ご利用ください。

　年を追うごとに高齢化や労働力不足が進み、農地の不耕作地（耕作放棄地）が急増しています。農地の荒

廃が進むと害虫や防犯防災の面からも周辺へ悪影響を及ぼします。これらの防止や解消のため農業経営意欲

のある方へ農地のあっせんを行います。経営にお困りの方はご相談下さい。

《農業委員会委員選挙人名簿申請書の提出を》《農業委員会委員選挙人名簿申請書の提出を》

　農業委員会選挙人名簿は、農家の皆様から提出して頂いた選挙人名簿登載申請書を基に毎年１月１日を基

準日として作成しています。

　選挙人名簿申請書は、各地区の農家班長さんを通して配布します。平成２２年１月１日現在で、下記の要

件を満たす方は、申請書に正しく記入し農家班長さんへ提出して下さい。

　※農家班に未加入の方は１月８日までに農業委員会へ申請書の提出をお願いします。

　平成２２年１月１日現在で、潮来市内に住所を有し、下記の要件を満たす満２０歳以上（平成２年４月１

日以前出生）の方が要件となります。

　①１０a以上の農地を耕作する農家の経営者で、年間６０日以上の耕作に従事する方

　②１０a以上の農地を耕作する農家に同居する親族又は、その配偶者で、年間６０日以上の耕作に従事する方

　健康で元気にいつまでも若々

しくすごすためには、毎日少し

ずつ無理無く行うことが基本で

す。そのためには少しの時間でも

いいですから、なるべく毎日行う

ようにしましょう。

　◎朝起きて歯を磨きながら

　◎仕事や家事の休憩時に

　◎寝る前に

　…といったタ

イミングを見て

続けて行いま

しょう。

◆ストレッチの頻度は？◆ストレッチの頻度は？

＜要　件＞＜要　件＞

　

九
月
二
十
五
日
、
潮
来
市
恒
例
の
コ
ス
モ
ス
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
種
農
業
団
体
が
参
加
し
、
野
菜
の
直
売
等
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

盛
大
に
行
わ
れ
、
地
域
住
民
と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
が
秋
の
風
に
ゆ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
達

が
花
摘
み
を
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
秋
晴
れ
の
中
一
日
中
楽
し

み
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、餅
つ
き
を
担
当
し
「
つ
き
た
て
餅
」
の
評
判
は
上
々

で
、
テ
ン
ト
の
前
に
は
、
家
族
連
れ
等
大
勢
の
人
達
で
長
い
列
を
つ
く

り
ま
し
た
。
訪
れ
た
方
々
は
、
コ
ス
モ
ス
祭

り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

餅
つ
き
の
協
力
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

全
額
寄
贈
さ
れ
有
意
義
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
餅
つ
き
に
参
加
協
力
を
さ
れ

た
多
く
の
皆
様
方
に
対
し
て
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
報
告
い
た
し
ま
す
。
御
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会 

運
営
委
員
長　

小
田
倉 

善
治
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潮
来
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
長　

森
内　

弘

　

私
た
ち
潮
来
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
員
数
は
二
十
二
名
で
、

市
内
の
若
い
農
業
後
継
者
を
中
心

と
し
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
日
頃
よ
り
潮
来
ア
グ
リ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
お
い
て
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
主
な
活
動
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
九
月
に
行
わ
れ
た
上
戸

地
区
で
の
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
で
の

模
擬
店
の
運
営
と
、
十
月
二
十
九

日
、
三
十
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

宮
城
県
東
松
島
市
へ
の
視
察
研
修

会
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
で
は
農
業
感

謝
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
各
農
業
関

係
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
地
場
農
産
物

を
持
ち
寄
り
販
売
し
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
ポ
ン
菓
子
・
射
的
を
担

当
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様

と
交
流
し
、
農
業
委
員
会
の
皆
様

を
は
じ
め
と
す
る
各
団
体
の
方
々

と
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

来
場
し
た
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
こ
と
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。

　

一
泊
二
日
で
行
わ
れ
ま
し
た
視

察
研
修
会
で
は
、
宮
城
県
東
松
島

市
の
「
有
限
会
社
ア
グ
リ
ー
ド
な

る
せ
」
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、
今

抱
え
て
い
る
農
業
の
様
々
な
課

題
に
対
し
、
い
か
に
し
て
乗
り

切
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
ま
た
地
域
農
業
の
活
性
化
の

た
め
に
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
的
存
在

が
必
要
で
あ
り
、
特
に
将
来
の
潮

来
市
農
業
の
中
核
を
担
う
で
あ
ろ

う
私
た
ち
の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
各
会

員
そ
れ
ぞ
れ
が
先
進
地
を
視
察
し

た
こ
と
に
よ
り
、
よ
い
刺
激
を
受

け
、
営
農
の
素
晴
ら
し
さ
と
可
能

性
、
意
識
改
革
を
改
め
て
認
識
出

来
る
と
て
も
有
意
義
な
視
察
と
な

り
ま
し
た
。

　

国
政
が
政
権
交
代
を
し
た
中
、

私
た
ち
農
業
者
に
と
っ
て
も
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
と
き
を
迎
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

取
り
巻
く
環
境
に
冷
静
に
対
応
し
、

各
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
と
潮
来

農地転用ってなに？
　農地転用は、農地に住宅の建築を行ったり、駐車場や資材置場
などにしたりと、農地を耕作以外の用途に変更することをいいます。

農地転用は許可が必要？
　農地転用をするには農地法第四条又は農地法第五条の許可が必
要です。一時的に農地を駐車場などに転用する場合も許可が必要
です。ただし、市街化区域内の農地はあらかじめ農業委員会に届
出を行えば許可の手続きは要しないことになっています。

農地法第四条と第五条の違いは？
　農地法第四条は農地の所有者自らが農地転用を行う場合で、
農地法第五条は農地の所有者から農地を買ったり、借りたりし
て農地転用を行う場合に必要な許可です。

農地改良ってなに？
　農地改良とは、田を畑に転換したり、低地で水はけの悪い畑
等に土を入れ利用度を高め、農業経営の合理化と有効利用を図
るものを言います。

農地改良の手続き
　農業委員会の協議が必要です。場合によっては一時転用扱い
となります。事前にご相談ください。

農地改良は自らの意思で行いましょう
　工事中や工事後のトラブルは土地所有者である「あなた」が
解決しなければなりません。
　業者まかせにせず、使用する土が良質かどうか、工事が計画
書のとおり施工されているか等必ず確認しましょう。

農地改良後について
　農地改良後に農作物の作付けがされず、雑草が繁茂している
農地が見受けられます。
※ 農地改良後は作付けを行い、有効に利用してください。

どんな農地が対象？
　すべての農地が対象となります。地目が農地であれば、耕作
されていなくても農地として扱われます。
　また、地目が農地以外でも、耕作の用に供されている（肥培
管理されている）土地は農地とみなされます。

許可は誰がするの？
　四ヘクタール以下の農地転用は県知事、四ヘクタールを超え
る場合は農林水産大臣が許可します。

許可申請の手続きは？
　申請は農業委員会に提出します。農業委員会では、受付けら
れた申請の内容を審査し、県知事に送付します。そして、県知
事がそれぞれの申請に対し、個別に許可か不許可を判断します。

農地を無断で転用したら？
　許可を受けないで無断転用や埋立てをした場合や許可を受けて
も許可どおりに転用（利用）しない場合は、県知事による工事の
中止や原状回復命令が発せられる場合があります。

市
農
業
の
益
々
の
発
展
に
精
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

なくそう農地の無断転用　なくそう農地の無断転用　～農地法に基づく手続き～～農地法に基づく手続き～

【お問合せ先】
潮来市農業委員会　☎0299-63-1111（内線 271・273）

身

近

な

話

題

身

近

な

話

題
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お申し込みは、農業委員会へどうぞ（☎63-1111 内線271,273）

農業委員会総会日程

　農地法の許可申請等は、毎月次の日程
で行われています。

締 　 切 　 日 毎月 10日
農地農政相談日 随　　　時
現 地 調 査 日 毎月 18日
総 　 会 　 日 毎月 25日

※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、変更になります。

　「全国農業新聞」で

　　 一歩進んだ農業経営と豊かな家庭を！

発行日／毎週金曜日　　購買料／月 600 円

農 業 情 報 が 満 載！

　

農
業
委
員
会
が
行
う
全
国
統
一

の
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
が

八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
度
に

行
わ
れ
た
「
耕
作
放
棄
地
全
体
調

査
」
で
は
、
全
国
の
耕
作
放
棄
地

面
積
は
二
十
八
．
四
万
㌶
。
こ
の

う
ち
、
十
四
．
九
万
㌶
（
う
ち
農

用
地
区
域
八
．
三
万
㌶
）
が
農
地

と
し
て
再
生
可
能
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。
政
府
は
二
〇
一
一
年
度
を

目
途
に
、
農
業
上
重
要
な
地
域
を

中
心
に
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
把
握
と
所
有
者
・

利
用
者
へ
の
指
導
の
徹
底
、
農

地
の
無
断
転
用
の
防
止
な
ど
、

農
業
委
員
会
の
「
農
地
の
監
視

活
動
」
は
重
要
性
を
増
し
て
い

ま
す
。
潮
来
市
に
お
い
て
も
、

特
に
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
農
業
委
員
に
よ
る
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

 

メ
リ
ッ
ト
１
…

　
　
　

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
や
そ
の
家
族
の
方
の
た
め
に
、
国

民
年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
の
積
み
立
て
方
式
の
確
定
拠
出
型

（
自
分
の
年
金
は
自
分
で
積
み
立
て
る
）
で
長
期
的
に
安
定
し

た
公
的
年
金
制
度
で
す
。
80
歳
ま
で
の
保
証
が
つ
い
た
終
身
年

金
で
す
。

 

メ
リ
ッ
ト
２
…

　
　
　

保
険
料
の
額
は
２
万
円
が
基
本
で
す
が
、
農
業
経
営
や
老
後

設
計
に
応
じ
て
自
由
に
変
え
た
り
、
休
止
す
る
こ
と
も
出
来
ま

す
。
ま
た
税
制
面
で
も
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
大
き
な
節
約
効
果
に
も
な
り
ま
す
。

 

メ
リ
ッ
ト
３
…

　
　
　

若
く
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手（
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
）

や
、
家
族
協
定
を
結
ん
で
い
る
女
性
の
方
な
ど
な
ら
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
国
の
政
策
支
援
（
保
険
料
の
補
助
）
が
受
け
ら

れ
る
政
策
年
金
で
す
。

農
業
者
年
金
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
行
い
ま
し
た

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
行
い
ま
し
た
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選挙の日程：平成２２年１月１７日（日曜日）告示日　平成２２年１月２４日（日曜日）選挙日選挙の日程：平成２２年１月１７日（日曜日）告示日　平成２２年１月２４日（日曜日）選挙日
　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

潮
来
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
五
十
三
号
発

行
に
あ
た
り
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
は
国
政
が
変
わ
り
、
政
権

が
自
由
民
主
党
か
ら
民
主
党
へ
と
交
代
し
ま
し

た
。
農
政
事
業
に
於
い
て
は
米
農
家
へ
の
戸
別

所
得
補
償
制
度
を
試
験
的
に
実
施
し
、
生
産
調

整
の
分
野
に
関
し
て
は
選
択
制
を
導
入
す
る
予

定
と
の
事
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
以
後
細

部
の
協
議
が
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
か
ら
の
農
政
事
業

は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

潮
来
市
農
業
委
員
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月

二
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

　

わ
た
く
し
も
三
年
間
、
農
地
の
番
人
と
し
て
遊

休
農
地
の
解
消
や
、
違
法
な
農
地
転
用
・
農
地

へ
の
不
法
投
棄
の
監
視
等
の
遂
行
を
し
て
参
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
農
家
の
皆
さ
ま
の

御
支
援
・
御
協
力
の
御
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
し
く
選
任
さ
れ
る
農
業
委
員
の

方
々
に
も
、
あ
た
た
か
い
御
助
言
や
御
指
導
を

賜
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
、
併
せ
て
皆
さ
ま

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
三
年
間
の
御
礼

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

潮
来
市
農
業
委
員　

辻

委

員

長  　

辻　
　
　

慶　

壽

副
委
員
長  　

郡　

司　

勝　

美

委　
　

員  　

宮　

内　
　
　

章

委　
　

員  　

草　

野　

登
美
雄

委　
　

員  　

鴇　

田　
　
　

学

委　
　

員  　

吉　

川　

光　

一

委　
　

員  　

橋　

本　

秀　

男

◇

広

報

委

員

会

◇

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分
）

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分
）

事事  

業業  

予予  

定
（
平
成

定
（
平
成
2222
年
）
年
）

　任期３年の農業委員は、平成２２年２月２日で任期満了になるため、平成２２年１月が改選になります。
　農業委員は、農家の農業経営や農村生活に直接大きな影響を与える重要な任務をもっています。
　○農業委員の選挙権を有する方は次の通りです。
　　 平成２１年１月１日現在で潮来市内に住所を有し、満２０歳以上で（平成元年４月１日までに生まれた方）次の要

件を備えており、農業委員会選挙人名簿に登録されている方です。
　 　（１）１０ａ以上の農地につき耕作の業務を営む方。
　 　（２）１０ａ以上の農地を耕作する農家に同居する親族又は、その配偶者で、年間６０日以上耕作に従事している方。

（注：今回改選の有権者は、平成２１年１月１日現在で名簿登録のある方です。
　　平成２２年１月１日現在での登録者ではありませんのでご注意下さい。）

農業委員改選について

農地法が改正されました

農
業
者
年
金
加
入
推
進
特
別
研

修
会
（
市
町
村
会
館
）

県
農
業
会
議
定
例
総
会
・
県
農
政

活
動
推
進
本
部
代
議
員
総
会
・
会

長
、
事
務
局
長
会
議
（
水
戸
市
）

農
地
制
度
改
革
説
明
会
（
水
戸

市
）・
買
っ
て
も
ら
え
る
米
づ
く

り
研
修
会
（
潮
来
ホ
テ
ル
）

農
地
部
会
・
市
農
業
委
員
会
会
長

会
総
会
・
視
察
研
修
会
（
宮
城
県

大
崎
市
）
〜
19
日

女
性
農
業
委
員
の
会
総
会
（
市
町

村
会
館
）・
女
性
農
業
委
員
の
会

視
察
研
修
（
福
島
県
）

８
月
定
例
総
会

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
代
表
者
会
議

宮
城
県
川
崎
町
農
業
委
員
会
来

庁農
地
部
会

戦
没
者
慰
霊
祭
（
秋
分
の
日
）

９
月
定
例
総
会

農
商
工
等
連
携
セ
ミ
ナ
ー
（
潮
来

ホ
テ
ル
）

平
成
二
十
二
年
度
国
・
県
農
業
政

策
の
県
知
事
要
望
活
動
（
県
庁
）

農
業
委
員
会
全
体
研
修　

〜
９

日県
農
業
委
員
会
会
長
・
局
長
会
議

（
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
）

平
成
二
十
一
年
度　

潮
来
市
青

少
年
の
つ
ど
い
（
潮
来
公
民
館
）

農
地
部
会
・
農
政
部
会
・
広
報
委

員
会

10
月
定
例
総
会
・
農
業
委
員
・
認

定
農
業
者
合
同
研
修
会
及
び
意

見
交
換
会

耕
作
放
棄
地
調
査
（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）　

〜
11
月
10
日

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
辻
地
区
）

牛
堀
土
地
改
良
区
集
積
委
員
会

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
潮
来
地
区
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
八
代
地
区
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
香
澄
地
区
）

農
政
部
会
・
広
報
委
員
会
・
運
営

委
員
会

行
方
農
業
改
良
推
進
協
議
会
研

修
会
（
横
浜
市
）
〜
18
日

農
地
部
会
・
農
地
の
見
直
し
に
関

す
る
説
明
会
（
水
戸
市
）
農
業
委

員
会
全
体
研
修
会
（
平
塚
市
）
〜

19
日

認
定
農
業
者
・
大
規
模
稲
作
研
究

会
合
同
研
修
会
（
栃
木
市
）
〜
20

日鹿
行
地
区
農
政
会
議
（
鹿
嶋
市
）

11
月
定
例
総
会
・
行
方
地
域
協
議

会
全
体
研
修
（
行
方
市
）

茨
城
県
選
出
衆
・
参
国
会
議
員
へ

の
独
自
要
請
集
会
、
全
国
農
業
委

員
会
会
長
代
表
者
集
会（
東
京
都
）

農
地
部
会
・
広
報
委
員
会

農
地
法
改
正
に
伴
う
農
業
委
員

研
修
会
（
水
戸
市
）

12
月
定
例
総
会

農
業
委
員
会
選
挙
立
候
補
予
定

者
説
明
会

御
用
納
め

御
用
始
め
・
選
挙
人
名
簿
受
付

新
春
賀
詞
交
歓
会

農
地
部
会

１
月
定
例
総
会

農
業
委
員
会
選
挙
告
示
日

農
業
委
員
会
選
挙
期
日

８
月
４
日

６
日

11
日

18
日

20
日

21
日

９
月
１
日

２
日

18
日

23
日

25
日

10
月
１
日

２
日

６
日

16
日

17
日

19
日

16
日

29
日

11
月
５
日

６
日

９
日

10
日

12
日

17
日

18
日

19
日

20
日

25
日

12
月
３
日

15
日

16
日

21
日

22
日

28
日

１
月
４
日

９
日

12
日

15
日

17
日

24
日

許可を受ける必要のない権利取得の届出制度（すべての権利移動の把握による耕作放棄地の発生防止等）
　相続等により許可を受けることなく、農地の権利を取得した者は、農業委員会にその旨を届け出なければならないこ
とになりました。
　農業委員会は、届け出の受理後に、希望する者に対し、適正利用が図られるようあっせんなどを行うことになってい
ます。
　届け出をしなかったり、虚偽の届け出をした者は、１０万円以下の過料に処せられます。


